
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プッシュスイッチが実装された回路基板と、
　前記回路基板の反プッシュスイッチ側に位置して前記回路基板と平行に延在する平板部
及びこの平板部の周縁に立設された側壁部で構成された浅底の底板と、
　前記回路基板の前記プッシュスイッチ側に位置して前記回路基板と平行に延在する平板
部及びこの平板部の周縁に立設された側壁部で構成された浅底の蓋板と、
　を備え、
　前記両板の前記側壁部の先端縁が突き合わせられて内部に前記回路基板を収容するプッ
シュスイッチ内蔵防水回路装置において、
　前記底板の側壁部は、前記蓋板の側壁部を係止するための係止部を有し、
　前記底板の係止部は、前記底板の側壁部に凹設ないし貫設された係止穴からなり、
　前記蓋板は、前記プッシュスイッチに対面して前記平板部に形成され前記プッシュスイ
ッチを押圧する押しボタン部と、前記側壁部に形成されて前記底板の前記係止部に係止さ
れる被係止部とを有して 材により形成され、
　前記蓋板の被係止部は、前記蓋板の側壁部の外周面に突設されて前記係止穴に係止され
る係止突起からなり、
　前記蓋板の側壁部は、前記係止部への前記被係止部の係止によ 記底板の側壁部に押
圧さ 記回路基板を気密に密閉することを特徴とするプッシュスイッチ内蔵防水回路
。
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【請求項２】
　請求項１記載のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置において、
　前記蓋板の側壁部は、前記回路基板の周縁部が嵌入される基板支持溝を前記係止突起に
隣接して有することを特徴とするプッシュスイッチ内蔵防水回路装置。
【請求項３】
　プッシュスイッチが実装された回路基板と、
　前記回路基板の反プッシュスイッチ側に位置して前記回路基板と平行に延在する平板部
及びこの平板部の周縁に立設された側壁部で構成された浅底の底板と、
　前記回路基板の前記プッシュスイッチ側に位置して前記回路基板と平行に延在する平板
部及びこの平板部の周縁に立設された側壁部で構成された浅底の蓋板と、
　を備え、
　前記両板の前記側壁部の先端縁が突き合わせられて内部に前記回路基板を収容するプッ
シュスイッチ内蔵防水回路装置において、
　前記底板の側壁部は、前記蓋板の側壁部を係止するための係止部を有し、
　前記蓋板は、前記プッシュスイッチに対面して前記平板部に形成され前記プッシュスイ
ッチを押圧する押しボタン部と、前記側壁部に形成されて前記底板の前記係止部に係止さ
れる被係止部とを有して、弾性材により形成され、
　前記蓋板の側壁部は、前記係止部への前記被係止部の係止によ 記底板の側壁部に押
圧されて前記回路基板を気密に密閉し、
　鍵の把持部に収容され、
　前記把持部は、内側主面が前記底板の外表面に隣接する底側プレート部と、周縁部が前
記底側プレート部に密着するとともに内側主面が前記蓋板の外表面に隣接する蓋側プレー
ト部とを有し、
　前記蓋側プレート部は、前記蓋板の押しボタン部が露出するボタン孔を有することを特
徴とするプッシュスイッチ内蔵防水回路装置。
【請求項４】
　請求項３記載のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置において、
　鍵の把持部に形成された貫通穴に収容され、
　前記蓋板及び底板は、前記平板部の周縁部から延設されるとともに、前記鍵の前記貫通
穴の周縁部に被さって前記鍵の前記貫通穴の周縁部に係止される鍵固定用突起を有するこ
とを特徴とするプッシュスイッチ内蔵防水回路装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか記載のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置の製造方法にお
いて、
　前記蓋板は、前記押しボタン部に近接する位置にて前記平板部から前記回路基板に向け
て突設されて先端が前記回路基板に達する支持柱部を有することを特徴とするプッシュス
イッチ内蔵防水回路装置。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか記載のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置の製造方法にお
いて、
　前記蓋板の外表面部分は、少なくとも前記押しボタン部と前記平板部との間の境界部、
及び、前記側壁部を除いて内側部分よりも小さい弾性率を有することを特徴とするプッシ
ュスイッチ内蔵防水回路装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、プッシュスイッチを有する防水回路装置に関する。本発明のプッシュスイッチ
を有する防水回路装置はたとえば車両用ワイヤレスキーに適用される。
【０００２】
【従来の技術】
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従来の自動車用ワイヤレスキーに用いられるプッシュスイッチを有する防水回路装置を図
７に示す。
【０００３】
この防水回路装置は、図示しない鍵の把持部に内蔵されており、後述するプッシュスイッ
チをオンすることにより、自動車のドアのロックを行う機能を有している。
【０００４】
１００は底板、２００は上蓋、３００はゴム体、４００は回路基板であり、回路基板４０
０の一主面にはプッシュスイッチ５００が実装されている。回路基板４００には不図示の
電池および必要な回路が実装されている。
【０００５】
ゴム体３００は、ゴム成形で形成されて、回路基板４００のプッシュスイッチ５００側に
位置して回路基板４００と平行に延在する平板部３０１及びこの平板部３０１の周縁に立
設された側壁部３０２で構成された浅底形状を有するとともに、プッシュスイッチ５００
に対面して押しボタン部３０３が平板部３０１内に形成されている。
【０００６】
底板１００は、樹脂成形で形成されて、回路基板４００のプッシュスイッチ５００の反対
側に位置して回路基板４００と平行に延在する平板部１０１及びこの平板部１０１の周縁
に立設された側壁部１０２で構成された浅底形状を有する。
【０００７】
上蓋２００は、樹脂成形で形成されて、回路基板４００のプッシュスイッチ５００側に位
置してゴム体３００を覆っており、回路基板４００と平行に延在する平板部２０１及びこ
の平板部２０１の周縁に立設された側壁部２０２で構成された浅底形状を有する。
【０００８】
底板１００の側壁部１０１には、係止穴１０４が貫設されており、上蓋２００の側壁部２
０２の外周面にはこの係止穴１０４に係止される係止突起２０４が突設されて、これによ
り、底板１００と上蓋２００とは、内部に回路基板収容空間を有するケースを構成してい
る。
【０００９】
上蓋２００の側壁部２０２の頂面２０５は、ゴム体３００の側壁部３０２の周縁部３０５
を介して底板１００の側壁部１０２の頂面１０５に押し付けられており、これによりゴム
体３００と底板１００との内部に形成された回路基板収容空間が気密にシールされている
。
【００１０】
また、上蓋２００の側壁部２０２は、ゴム体３００および回路基板４００の周縁部を介し
て底板１００の内側側壁部１０６の先端縁に押し付けられており、これにより回路基板４
００が底板１００および上蓋２００により支持されている。
【００１１】
ゴム体３００の押しボタン部３０３は上蓋２００の孔２０３から突出しており、押しボタ
ン部３０３を押すと、ゴム体３００の弾性変形により押しボタン部３０３はプッシュスイ
ッチ５００の操作子５０１を押してプッシュスイッチ５００を作動させる。
【００１２】
すなわち、ゴム体３００は、その弾性により、防水のために内部に密閉されたプッシュス
イッチ５００の押しボタンをなすとともに、底板１００および上蓋２００により挟圧され
るシール部を構成している。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した従来のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置は次の問題をもってい
た。
【００１４】
この装置をワイヤレスキーとして鍵の把持部に内蔵する場合などの用途では、鍵の把持部
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の肉厚が増大してしまい、鍵の収納などにおいて不便となるので、このプッシュスイッチ
内蔵防水回路装置の厚さ削減が要望されていた。
【００１５】
また、この種類の装置は、製造コストの削減が強く要請されており、このために、必要機
能を低下させることなく、部品点数の削減、材料費の低減及び製造工程の簡素化がその課
題となっている。
【００１６】
本発明は上記問題点に鑑みなされたものであり、必要機能を確保しつつ装置の肉厚低減、
及び、部品点数の削減、材料費の低減及び製造工程の簡素化を実現可能なプッシュスイッ
チ内蔵防水回路装置を提供することを、その解決すべき課題としている。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載の本発明のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置によれば、
弾性材（たとえばゴム）で作製されてプッシュスイッチを押圧するための押しボタン部を
有するとともに底板とともに回路基板を囲む蓋板が、底板の係止部に係止される被係止部
を有し、この係止により、蓋板の側壁部を弾性圧縮し、その反力により蓋板の側壁部を底
板の側壁部に押圧して回路基板を密閉する構造を採用している。
【００１８】
すなわち、本構成では、蓋板の側壁部に設けた被係止部を底板の側壁部の係止部に係止す
ることにより、この被係止部により蓋板の側壁部をたとえば底板の側壁部に向かう方向へ
弾性圧縮させてその反力を利用する。
【００１９】
本構成のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置は上記した従来の装置に比較して、次に作用
効果を奏することができる。
【００２０】
本構成では、図７に示すゴム体３００に相当する蓋板が底板に直接係止される構造をもつ
ので、図７に示す上蓋２００を省略することができ、その分だけ装置の肉厚を低減するこ
とができ、たとえば自動車用ワイヤレスキーとして鍵の把持部に内蔵する場合に、鍵の厚
さを減らすことができる。
【００２１】
また、上蓋２００を省略できるので、上蓋２００の製造装置、材料、製造工程を省略する
ことができる。
【００２２】
　請求項 記載の構成によれ に、底板の係止部は底板の側壁部に凹設ないし貫設され
た係止穴からなり、蓋板の被係止部は蓋板の側壁部の外周面に突設される係止突起からな
るので、容易に係止を行うことができる。
【００２３】
なお、係止突起を係止穴に挿入するには、蓋板の側壁部を弾性圧縮しつつ行えばよい。
【００２４】
　請求項 記載の構成によれば請求項 記載のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置におい
て更に、蓋板の側壁部は、回路基板の周縁部が嵌入される基板支持溝を係止突起に隣接し
て有するので、上記被係止部（係止部）が蓋板の側壁部に与える弾性圧縮力はこの基板支
持溝を通じて同時に回路基板の周縁部を底板に向けて付勢し、その結果として回路基板は
確実に蓋板に支持されることができる。
【００２５】
本構成によれば更に、回路基板は弾性材である蓋板を通じて樹脂板である底板に支持され
るので、底板に強い外力や振動が作用しても、回路基板と底板との間の蓋板の側壁部が弾
性変形して、回路基板に掛かる外力の影響を緩和して、回路基板の損傷や信頼性の低下を
防止することができる。
【００２６】
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　 鍵の把持部に収容されるので、鍵の把持部を薄肉化することがで
きる。
【００２７】
また、把持部は、この装置を囲包するので、装置の保護性が向上する。
【００２８】
　請求項 記載の構成によれば請求項 記載のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置におい
て更に、鍵の把持部に設けた貫通穴にこの装置を嵌め込む。また、装置は、蓋板及び底板
の平板部の周縁部に設けられて貫通穴の周縁部に被さる鍵固定用突起により鍵の把持部に
固定される。
【００２９】
　請求項 記載の構成によれば請求項１ないし のいずれか記載のプッシュスイッチ内蔵
防水回路装置の製造方法において更に、蓋板は、押しボタン部に近接する位置にて平板部
から回路基板に向けて突設されて先端が回路基板に達する支持柱部を有するので、蓋板の
平板部を回路基板へ向けて押し込む方向への外力が蓋板の平板部に掛かっても蓋板が凹む
のを抑止でき、蓋板とプッシュスイッチやその他の回路素子との望ましくない接触を抑止
することができる。
【００３０】
更に、押しボタン部を押し込む場合に、蓋板の平板部が回路基板側に変形するのも抑止す
ることができ、押しボタン部の押し込みに際して、蓋板の平板部が回路基板やその上の回
路素子に接触するのを防止することができる。
【００３１】
　請求項 記載の構成によれば請求項１ないし のいずれか記載のプッシュスイッチ内蔵
防水回路装置の製造方法において更に、蓋板の外表面部分が押しボタン部と平板部との間
の境界部、及び、側壁部を除いて、内側部分よりも小さい弾性率を有するので、蓋板の機
能すなわち、押しボタン部押圧及び側壁部シールのための弾性変形機能を損なうことなく
、蓋板の剛性を強化することができる。
【００３２】
【発明を実施するための態様】
本発明のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置の好適な態様を以下の実施例により具体的に
説明する。
【００３３】
【実施例１】
実施例１のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置を内蔵するワイヤレスキーの断面図を図１
に、その平面図を図２に、プッシュスイッチ内蔵防水回路装置のみの断面図を図３に、そ
の分解組み立て図を図４に示す。
【００３４】
　このワイヤレスキーは、プッシュスイッチ内蔵防水回路装置１と、このプッシュスイッ
チ内蔵防水回路装置１を把持 内蔵する鍵２とからなる。
（プッシュスイッチ内蔵防水回路装置１の構造）
　プッシュスイッチ内蔵防水回路装置１は、底板１１、蓋板１２及び回路基板１３からな
り、回路基板１３にはプッシュスイッチ１４及び図示しない不図示の電池およびその他の
必要な回路が実装されている。
【００３５】
底板１１は、樹脂成形で形成されて、回路基板１３のプッシュスイッチ１４の反対側に位
置して回路基板１３と平行に延在する平板部１１１及びこの平板部１１１の周縁に立設さ
れた側壁部１１２で構成された浅底形状を有する。
【００３６】
蓋板１２は、ゴム成形で形成されて、回路基板１３のプッシュスイッチ１４側に位置して
回路基板１３と平行に延在する平板部１２１及びこの平板部１２１の周縁に立設された側
壁部１２２で構成された浅底形状を有するとともに、プッシュスイッチ１４に対面して押
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しボタン部１２３が平板部１２１内に形成されている。
【００３７】
底板１１の側壁部１１２には所定個数の係止穴（係止部）１１４が貫設されており、蓋板
１２の側壁部１２２の外周面には所定個数の係止突起（被係止部）１２４が突設され、係
止突起１２４が係止穴１１４に嵌入されて、蓋板１２の側壁部１２２が底板１１の側壁部
１１２に突き合わせ状態で係止されている。
【００３８】
この係止状態において、蓋板１２の側壁部１２２は底板１１の側壁部１１２により弾性圧
縮され、その反力により、蓋板１２の側壁部１２２の先端は底板１１の側壁部１１２の内
側頂面１１２０に押圧され、これにより回路基板１３が密閉されている。同時に、上記反
力により底板１１からの蓋板１２の離脱を阻止することができる。
【００３９】
蓋板１２の側壁部１２２の内周面には基板支持溝１２５が凹設され、基板支持溝１２５に
は回路基板１１３の周縁部が嵌入されている。この基板支持溝１２５は係止突起１２４の
内側に形成され、その結果、係止突起１２４により蓋板１２の側壁部１２２が弾性圧縮さ
れることにより、側壁部１２２は強固に回路基板１３の周縁部を挟持することができる。
【００４０】
底板１１の側壁部１１２の頂面及び蓋板１２の側壁部１２２の頂面にはテーパー面１１６
，１２６が形成されている。
【００４１】
蓋板１２を底板１１に固定するには、テーパー面１２６をテーパー面１１６に沿ってスラ
イドさせつつ蓋板１２を底板１１へ向けて押し込むことにより、係止突起１２４の回路基
板平行方向内側への弾性変形、及び、係止穴１１４を有する底板１１の側壁部１１２の回
路基板平行方向外側への弾性変形を生じさせて、係止突起１２４を底板１１の側壁部１１
２の内表面に沿って押し込めば、係止突起１２４が完全に係止穴１１４に隣接する位置に
達することにより、係止穴２４は係止穴１１４へ押し込まれる。
【００４２】
更に、この実施例では、蓋板１２は、押しボタン部１２３に近接する位置にて平板部１２
１から回路基板１３に向けて突設されて先端が回路基板１３に達する支持柱部１１７を有
し、同じく、底板１１もその平板部１１１から回路基板１３に向けて突設されて先端が回
路基板１３に達する支持柱部１２７を有し、これら支持柱部１１７，１２７は回路基板１
３を略向かい合って設けられている。これにより、蓋板１２へ外部から望ましくない外力
が加えられても、押しボタン部１２３がプッシュスイッチ１４を作動させることがなく、
蓋板１２の平板部１２１が内側に変形して回路基板１３上の回路素子に触れることも防止
することができる。ただし、押しボタン部１２３の周縁部は図示のように薄肉となってい
るので、押しボタン部１２３は円滑に押圧操作されてプッシュスイッチ１４を作動するこ
とができる。
（鍵２の構造）
鍵２は、金属製のキー部２１、樹脂製の底側プレート部２２、樹脂製の蓋側プレート部２
３及びねじ２４からなる。
【００４３】
キー部２１の基部はインサート成形などにより底側プレート部２２の一側面に埋設され、
底側プレート部２２は平板部及びそれを囲む側壁部をもつ浅底形状を有している。蓋側プ
レート部２３も平板部及びそれを囲む側壁部をもつ浅底形状を有しており、両プレート部
２２，２３の側壁部を突き合わせた状態でねじ２４で両者を締結することにより、内部に
プッシュスイッチ内蔵防水回路装置１を収容するための空間が形成されている。２３１は
蓋側プレート部２３の平板部に開口された窓であり、押しボタン部１２３がこの窓２３１
から露出している。
【００４４】
この実施例のワイヤレスキーは、その把持部に内蔵するプッシュスイッチ内蔵防水回路装
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置１を薄肉化することができるので、全体として薄肉で持ち運びにおいて邪魔にならず、
その上、製造工程が簡素となり、部品点数を減らすこともできる。
【００４５】
（変形態様）
上記実施例の支持柱部１１７，１２７のどちらか一方又は両方は省略可能である。また、
支持柱部１１７，１２７は回路基板１３側に設けてもよい。
【００４６】
【実施例２】
他の実施例のワイヤレスキー用プッシュスイッチ内蔵防水回路装置２Ａを図５を参照して
説明する。
【００４７】
この実施例のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置２ａは、実質的に、蓋板１２ａを、軟質
ゴム製の基部１２７と、この基部１２７の外表面に密着して形成された硬質ゴム（樹脂で
もよい）製の外表面部１２８とで構成した点だけが実施例１の装置２と異なっている。１
１ａは底板、１３ａは回路基板である。１４ａはプッシュスイッチである。ただし、硬質
ゴム製の外表面部１２８は、押しボタン部１２３ａと平板部１２１ａとの間の境界部１２
９、及び、側壁部１２２ａの外表面には形成されない。
【００４８】
このようにすれば、基部１２７に対して小さい弾性率を有する外表面部１２８により弾性
変形が必要な境界部１２９及び側壁部１２２ａを除いて蓋板１２ａの変形が抑止されるの
で、蓋板１２ａの平板部１２１ａの望ましくない変形を抑止することができる。
【００４９】
なお、この蓋板１２ａの製造は、金型のキャビティの底部にまず硬質ゴム製の外表面部１
２８をなす液を滴下し、その上に軟質ゴム製の基部１２７をなす液を滴下して形成すれば
よく、簡単である。
【００５０】
【実施例３】
他の実施例のワイヤレスキーを図６を参照して説明する。
【００５１】
この実施例のワイヤレスキーは、実施例１のワイヤレスキーの鍵２の構造を変更し、それ
に応じてプッシュスイッチ内蔵防水回路装置１の底板１１及び蓋板１２の形状をわずかに
変更したものである。
【００５２】
この実施例の鍵２ｂは、プッシュスイッチ内蔵防水回路装置１ｂを収容するための貫通穴
２９を把持部に有する金属製のキー部２１ｂのみで形成され、底側プレート部及び蓋側プ
レート部が省略されている。
【００５３】
プッシュスイッチ内蔵防水回路装置２ｂの底板１１ｂ及び蓋板１２ｂは、実施例１のプッ
シュスイッチ内蔵防水回路装置２の底板１１及び蓋板１２に対して、鍵２ｂの貫通穴２９
の周縁部に被さって鍵２ｂの貫通穴２９の周縁部に係止される鍵固定用突起１１９，１２
９を有する点が異なっている。
【００５４】
この鍵固定用突起１１９，１２９の追設により、プッシュスイッチ内蔵防水回路装置２ｂ
を確実に鍵２ｂに固定することができる。なお、底板１１ｂと蓋板１２ｂとの係止はその
一方を貫通穴２９に入れた状態で他方をその反対側から貫通穴２９に挿入して行うことが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例１のワイヤレスキーの要部断面図である。
【図２】図１に示すワイヤレスキーの平面図である。
【図３】図１に示すプッシュスイッチ内蔵防水回路装置の断面図である。
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【図４】図３に示すプッシュスイッチ内蔵防水回路装置の分解組み立て図である。
【図５】実施例２のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置の断面図である。
【図６】実施例３のワイヤレスキーの要部断面図である。
【図７】従来のワイヤレスキー用のプッシュスイッチ内蔵防水回路装置の要部断面図であ
る。
【符号の説明】
１はプッシュスイッチ内蔵防水回路装置、２は鍵、１１は底板、１２は蓋板、１３は回路
基板、１４はプッシュスイッチ、２２は底側プレート部、２３は蓋側プレート部、
１１１は底板１１の平板部、１１２は底板１１の側壁部、１１４は底板１１の係止穴（係
止部）、
１２１は蓋板１２の平板部、１２２は蓋板１２の側壁部、１２３は押しボタン部、１２４
は蓋板１２の係止突起（被係止部）、１２５は蓋板１２の基板支持溝、１２７は蓋板１２
の支持柱部、１２９は蓋板１２の鍵固定用突起
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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